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小中一貫教育の現状
及び成果と課題

小柳和喜雄

（2013.5.12）

oyanagi@nara-edu.ac.jp

小中一貫教育が言われてきた背景
と小中一貫校が設置されてきた様々な事情

中1ギャップ
不登校・学力問題他

特色を持つ学校の設
置（内容・年限・学校

階梯の工夫）

市町村合併の動き

耐震構造・
校舎老朽化

教育の論理 経済・街づくり政策の論理

公立校での義務教育
のパワーアップ

子どもの数の現象
学校の維持の問題

町づくりと教育費

横のつながりの壁 縦のつながりの壁
教育方法の壁

学級担任と教科担任
評価方法の壁

取り扱う言葉・用語
の壁
教育観・教育方法の
違いの壁

部活動等を通じた
先輩後輩の壁

他の学校と友達との
関係づくりにおける
ポジション作りの壁

定期考査などある
まとまった力が試
され評価される壁

卒業後の姿→就職・高等学校等における学びの姿

中学校

勉強の仕方の壁、リーダー性・協力協調性の壁、自信と誇りと将来の見通しの
壁。。。

幼稚園 保育園

越えにくい段差・ギャップ

越えにくい段差・ギャップ

越えにくい段差・ギャップ

（例）なぜ異校園連携・小中一貫か？
教育の論理から

大規模・中規模

小規模

「人間関係の段差」「環境の段差」「かかわりの段差」「学びの段差」
「方法の段差」「評価の段差」

小学校

小学校

中学校

①児童・生徒の日常交流
②従来の教育課程の見直し
③兼務（コーディネータ設置、教
科担当者、あるいは全員）
④教室環境の柔軟な活用
⑤カリキュラム連携
a)新教科を設置しそれを中心に
b)既存のある教科で
c)全教科で
d)特別活動で
⑥教育方法の連携
⑦評価方法の連携

１小1中が一体
あるいは隣接して
いる場合

小学校

中学校

１小1中が地理的
に少し離れている
場合

①児童・生徒の計画交流
②従来の教育課程の見直し
③兼務（コーディネータ設置、教科
担当者）
④教室環境の計画的な活用
⑤カリキュラム連携（a)新教科を設
置しそれを中心に、b)既存のある
教科で、c)特別活動で）
⑥教育方法の連携
⑦評価情報の共有と指導との連携

対：中 1問題
○教科担任の壁
○評価方法の壁

対：共通する課題の
克服に向けて

対：中 1問題
○たての壁
○教科担任の壁
○評価方法の壁

対：共通する課題の
克服に向けて
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しかし：異校園連携・小中一貫教育を実践している中学
校区の「目指す子ども像」やその「指導目標」を見ると

力点の置き方は多様

見やすい力
見える結果に
焦点化

見えにくい力
見えない（ここが課題
という理解）

卒業までに
（ある時までに）

将来的に；高校やその後
になってからいきる、その
素地を作る

不安の除去
滑らかに

チャレンジ
乗り越えさせる

⑦

①
② ③

④

⑥

⑧

①②は評価が難しい
②③⑥⑦は課題設定の検討が重要

＜小学校＞
自尊感情
基本的生活習慣
家庭による学習時間
高い通塾率
授業でのグループ等の活用

＜中学校＞
基本的生活習慣
家庭における学習時間
高い通塾率

＜小学校＞
目的や意図に応じて必要となる事柄を
整理してまとめる
長文の作文や読解
＜中学校＞
長文の作文や読解
グラフ表の読み取り
自分の考えの記述・表現（話す・聞く）

国語 ＜小学校＞
物理的内容の理解、日常生活への活用
乾電池の働きを強くする要因理解
観察実験の結果の整理、考察、科学的な
概念を使って説明すること
＜中学校＞
学習への興味関心、物理的内容の理解
自主的な活動による観察・実験
科学的な根拠の説明、知識・技能の活用

＜小学校＞
百分率の意味の理解、面積についての感覚
必要な事柄を過不足なく記述すること
＜中学校＞
学習への意欲
方程式、作図、比例関係
数学的な表現とその読解

数学

理科

小学校・中学校に共通する
課題を見つめる場合

中学校区の各校園の取組及び研究主題から引き出された
共通の視点（財産継続性）から取組課題を考える場合

表現する力

聞く力 励まし合う
認め合う

つながり合う
思いを出し合う

高め合う
みがき合う

かかわり
つながり

ともに学ぶ
ともに生きる

主体的な
行動・表現

自分 仲間

家庭・地域

私表現・コミュニケーション
言語活動の充実

関わりや認め合う場作り

共通しているのは

関わり・認め合う場作り
表現・コミュニケーション

地域の子どもたちの継続的に抱えている想定される課題と，地域から期待される
取組課題，そして社会的に求められる課題の３つから取組モデルをデザインする場合

科学的思考のできる子

思いやりをもち，自ら
汗のかける子

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を

発
揮
で
き
る
子

財産・実績

＊学習指導要領に示された重点指導項目とも関
わった組織的な取組も意識化

大人になる科

家庭学習
「持ち帰り型」だけでなく「持ち寄り型」も

外国語活動

各教科などにおける
言語活動の充実

○○を知り，○○の中で学び，○○と共に学び，○○のため何ができるかを学ぶ
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ATC21S（Assessment & Teaching of 21st-Century Skills）

● ATC21Sの概要
・Intel，Cisco，MicrosoftのIT企業3社が主導する国際的なプロジェクト。メルボルン大学を中
心に，各国の60機関250人以上の研究者が参加し，2009年に開始。
● 21世紀型スキル
・ATS21Sは，21世紀型スキルを以下の4つのカテゴリとして定義

http://atc21s.org/

Way of thinking
Creativity 創造力
Critical thinking 批判的思考力
Problem-solving 課題解決
Decision-making and learning
学び方の学習，意思決定

Tools for working
Information and communications
technology (ICT) 情報を使いこなす力
Information literacy
情報通信（ICT）リテラシー

Way of working
Communication コミュニケーション
Collaboration
コラボレーション（チームワーク）

Skills for living in the world
Citizenship 地域と国際社会での市民性
Life and career 人生とキャリア設計
Personal and social responsibility
社会の中での個人としての責任感

「これからの子どもたちに求められる力」として世界的に関心が寄せられている取組課題

取組の実際：小中学校のより効果的な接続のため、小
中学校の教員が協働して「学びのてびき」を配布・説明

部分改訂。１１月に配布し小学校担任が
説明、中学校体験授業で中学校教員が
説明。入学後、最初の授業で活用。

メリット，デメリットと言われていること

小学校から中学校まで9年間も同じ学校で過ごすと、メリ
ハリがなく緊張感のない学校生活になるのでは？

通学区域拡大、小学校区の地域性が失われるのでは？
施設・グランドが自由に使えなくなるのでは？

高等学校への入学時にギャップに困る生徒が出てくるの
ではないか？

準備などで教員の負担が増し，子どもと過ごす時間がか
えって少なるのでは？

□デメリットと思われていることも、まず、①過渡期のものか、②その場固有の問題
か、③本質的な問題か、を分けて考えていく必要があるのではないか？
□デメリットも取組の工夫でメリットに転じることが多い。逆に、メリットと思われてい
ることも取組によってはデメリットに変わる場合もあることに注意する。

6年生が育たなくなる，中学デビューができなくなる，中
学生が小学生化するのでは？

おわりに：もし自治体レベル全体でまとまって小中連携・一貫
教育などを考える場合：自治体の教育ヴィジョンや小中一貫
教育の目的と各中学校区のねらいとの関係を見ることが必要

子どもの交流

中学校区で育て
たい子どもの姿

教員の交流

夏季学習会【合同研修）

授業研究

各部による情報交換・研修

異校種交流（クラブ体験、
児童会・生徒会の交流・
合同運動会ほか）

小小連携

出前授業

家庭・地域の支
援・学校との連携

自治体の教育ヴィジョン

モデル校区の取組

広報

小中一貫教育の目的

→ 成果の評価を町レベルで見る時に重要となる
評価結果を活かした取組のさらなる改善へ


